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今月の表紙

A：小名浜港〈いわき市〉
　　�小名浜港の歩みは江戸時代の幕府上納米の積出港に始まり、明治時代には石炭の積
出港として栄え、商港として発展を遂げてきました。現在では観光拠点としても湾
内に「みなとオアシス」をはじめ臨海公園なども整備され、周辺観光資源との連携
も強まっています。

B：塩屋埼灯台〈いわき市〉
　　�薄磯海岸の海抜73ｍの断崖に立つ白亜の灯台で、明治32年（1899）に開設され
ました。全国に16基しかない「のぼれる灯台」のひとつであり、初日の出スポッ
トとしても知られ多くの観光客が訪れます。

C：雄国沼湿原〈喜多方市〉
　　�雄国沼湿原は喜多方市東部に位置し、約50万年前の猫魔ヶ岳の火山活動によって
誕生したカルデラ湖である雄国沼にできた標高1,000ｍを超える湿原です。薄霧に
つつまれた日の出には幻想的な景色が拡がります。

新年のご挨拶　　� 2
� 一般財団法人　とうほう地域総合研究所　理事長　矢吹　光一
� 株式会社　東邦銀行　取締役頭取　佐藤　　稔

しんろ　　� 4
　ふくしまプライドで逆境を乗り越え、ふくしまを『希望の地』へ� 福島県知事　内堀　雅雄

新春寄稿　　� 　 5
　展望2023　円安・物価高…、試練の日本経済

公益社団法人　日本経済研究センター　理事長　岩田　一政
地域発！現場検証シリーズ　　� 10
　豊国酒造合資会社
　　　杜氏に造り方改革�　洗米作業、温度管理…果敢に挑戦� 代表社員　矢内　賢征
　合資会社　喜多の華酒造場
　　　自前の杜氏を育成　蔵にこもらず顧客目線大切に� 代表社員　星　敬志

新春特集　　� 　 16
　今年はこうなる！2023年の景気見通し�～県内の企業経営者へのアンケート調査より～

福島経済マンスリー　　� 　 58
　10月の県内経済は、先行きに不透明感が窺えるものの、緩やかに持ち直している。

安積の歴史シリーズ　　� 　 64
　第34回　近代　座
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と水道事業� 郡山市文化財保護審議会　委員　柳田　和久

私の研究　　� 　 67
　原発事故後の福島の子どもの運動発達の推移�～屋外活動の制限、コロナによる影響は？～
� 桜の聖母短期大学　生活科学科　福祉こども専攻　教授　堺　秋彦

企業法務セミナー　　� 　 72
　連帯保証人に対する時効更新（中断）の主債務者に対する効力
� 渡辺健寿法律事務所　弁護士　渡辺　健寿

税務・財務・会計相談Q&A　　� 　 74
　取引相場のない株式の評価� 　税理士　佐藤　充孝
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